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概要 

我々は，学習到達度測定法の違いが，学習者の講義コンテンツの視聴に与える影響を調

査するために，実証実験を計画している．本論文では，研究の目的や背景，実証実験の実

施方法について述べる． 

1  はじめに 

近年，MOOC（大規模公開オンライン講座）や

OCW（オープンコースウェア）に代表されるオー

プンエデュケーションのように，教育用動画コン

テンツ（本研究では，講義コンテンツ）が広く利

用されている．我々は，学習者の講義コンテンツ

の視聴を支援する講義コンテンツ視聴システムを

開発した．（高田ほか 2016）[1]．図 1は，講義コ

ンテンツ視聴システムの概要を示している． 

我々が開発したシステムは，視聴履歴を取得

する視聴履歴取得機能[2]を有している． 講義コ

ンテンツ視聴システムの視聴時間取得機能により，

学習者が講義コンテンツのいつどの部分を取得し

たかという情報を取得することができる． 

本研究では，視聴履歴取得機能を用いて，小

テストやレポートといった学習到達度測定法の違

いが，学習者の講義コンテンツの視聴に与える影

響を調査するために，実証実験を計画している．

本論文では，研究の目的や背景，実証実験の実施

方法について述べる 

 

2  e-Learningにおける学習到達度及び学

習到達度測定法 

2.1 e-Learningにおける学習到達度 

大学の講義は，一般的にシラバスに基づいて実

施されている．これは，講義コンテンツを用いた

e-Learning の講義においても同様である．また，シ

ラバスには，大学の講義に関するさまざまな情報

が記載されている．シラバスの内容としては，授

業の概要や授業の目的，授業の到達目標などがあ

図 1 講義コンテンツ視聴システム 
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げられる．シラバスに記載された到達目標を学生

が達成しているかを確認する際に学習到達度が利

用される．学習到達度とは，あらかじめシラバス

に設定した授業の目標を学生が学習によりどれだ

け達成したかを示す指標である．学習到達度測定

法については，2.2 で述べる． 

2.2 e-Learningにおける学習到達度測定法 

学習到達度測定法は，試験（客観試験，論述試

験，口頭試験，実地試験）とレポート（論文，レ

ポート）の大きく 2 つに分類される[3]．一般的な

e-Learning で用いられる学習到達度測定法として，

知識，理解，問題解決能力などを測定する客観試

験や論述試験と，解析力，叙述力，論理性などを

測定するレポートがあげられる． 

LMS(Learning Management System)の Moodle に

は，テスト機能を有している．Moodle のテスト機

能は，○×問題，多肢選択問題，組み合わせ問題，

ランダム記述組み合わせ問題，数値問題，穴埋め

問題，穴埋め組み合わせ問題などの知識，理解，

問題解決能力を問う問題と，記述問題，作文問題

などの解析力，叙述力，論理性などを問う問題を

作成できる．本研究では，Moodleのテスト機能を

用いて，e-Learning における学習到達度を測定する． 

3  講義コンテンツ視聴傾向調査 

3.1 実証実験の実施方法 

本研究では，講義コンテンツ視聴システムの

視聴履歴取得機能を用いて，実施する学習到達度

測定法（本研究では，Moodle で作成した多肢選択

問題を用いた小テストと，作文問題を用いたレポ

ート）の違いが，学習者の講義コンテンツの視聴

に与える影響を，実際に講義コンテンツを視聴し

た被験者による実証実験の結果から分析する．図

2 は，Moodle のテスト機能を用いて作成した小テ

スト（多肢選択問題），図 3 は，Moodle のテスト

機能を用いて作成したレポート（作文問題）であ

る．実証実験の実施方法について述べる．被験者

20 名を 10 名ずつ 2 つのグループ（グループ A，

グループ B）に分ける．被験者は 2 種類の講義コ

ンテンツを視聴し，それぞれにおいて別々の手法

（小テストとレポート）を用いて学習到達度の測

定をおこなう．実証実験では，講義コンテンツの

視聴の前に，被験者に学習到達度測定法を提示し，

講義コンテンツの視聴後に提示した方法を用いて

学習到達度を測定する．使用する講義コンテンツ

は，「北海道の方言」，「沖縄の方言」で，それぞれ

15 分程度の講義コンテンツである．図 4 は，実証

実験で使用する講義コンテンツ「北海道の方言」

を示している．被験者は講義コンテンツの内容に

関する知識を事前にできるだけ保有していないこ

とが望ましいため，被験者の出身地を確認したう

えで北海道，沖縄の出身者以外を選別して実験を

実施する． 

4 おわりに 

本論文では，研究の目的や背景，実証実験の実施

方法について述べた．10月に実証実験を予定して

いる． 
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図 2 学習到達度測定問題（多肢選択問題） 

図 3 学習到達度測定法（作文問題） 

図 4 使用する講義コンテンツ 
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